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※B以上はCPEクリエイターとして専属エージェントをご紹介

星の数:
実績獲得数を表現

実
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価
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A

B

CPEテストの評価制度

C評価以下のクリエイターは、 
CPEクリエイターを目指し再挑戦 

より評価の高いクリエイターを目指す。 
各国、各業界で同様の試験を 
繰り返し実施することにより、 
クリエイターの実力と現状を診断し 
自身の改善点と学びを強化する。

CPEクリエイターとして実績☆を 
増やすことにより 

スタークリエイターとして活躍。 
また、A,Bの高評価クリエイターは、 

専属エージェントが付き、 
継続した正式提案も可能となる。

CPEクリエイター

さらに



実務試験 ペーパー試験 総合得点

満点 100点満点 (20.0満点 / 1社) 100満点 (50問) 200点満点

Aグレード 審査企業より即座に採用する意向があり、国際的なクリエイティブ制作能力
と各国における地域性ごとの基礎知識を充分に持っている。 190～200点

Bグレード 一部の改善点は必要であるが、審査企業先より採用オファーの打診があり、
それに応える能力と国際的な文化理解の知識を持っている。 160～189点

Cグレード クリエイターとして表現技術レベルは非常に高いが、各国で求められるニー
ズに適した提案力は知識と現状の実力を基に改善が必要である。 140～159点

Dグレード クリエイターとして標準的なスキルを持ち合わせているが、特質したクリエ
イティブ提案力が欠けている。地域性と得意分野の強化が必要である。 120～139点

Eグレード
クリエイターとしてどの分野、地域において今後活躍するのかなど、
明確な目標設定が必要である。作品のコンセプトを明確化し、

繰り返し提案する習慣と経験が必要である。
110～119点

CPEテストの評価制度、グレード別得点と定義について



資料 : CPE実務プレテスト統計データ (121名)
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インド
D

C

B

E

文化、宗教に合わせて適性な
進出国と地域性を比較し分析

同業界国別評価図の実例

スポーツチーム業界

適性業界と国別の成績分布について

まずは適性業界を絞り込み
作品の活躍出来る場を見極める

※1試験に対し、5角形分析を業界別、または国別にて実施

A

広告代理店

ギャラリー

メッセージカード スポーツチーム

アニメーション
D

C

B

E

業界別評価図の実例
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※アメリカ、カナダ、イギリス、インド、香港の全128社にて自社リサーチ

アウトソーシングについて重要視するポイントは？
ユニークなアイデアとデザイン
スピードとクオリティー

内部で制作を出来ないデザイン
要求にしっかりと対応できる力

斬新なアイデア
ユーモア

どこを重要視しますか？

【審査企業先における試験前アンケート128社】
日本からのクリエイティブ提案にご興味はありますか？

正式採用率 (オファー率)
2.9% (8.8%)

クリエイティブ評価
5段階評価分布
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香港

カナダ

アメリカ

イギリス

受験者評価

受験回数

受験者数  (2012年3月実施)
累計 114名

トレンド評価
A

B

C

D

E

教育機関A校 CPE活用の総合結果データと傾向変化について

現地オファー獲得 <B評価以上>
累計 9名



参考資料:  CPE診断報告書の内容について

定性評価 適性判別5段階評価

審査企業の採用決済者によるコメント付き定性評価とともに 
業界、または国別の5段階評価の総合評価により、 

どのデザインがどの分野、地域にて何を評価されているか分析。

広告業界

ギャラリー

アニメ業界

カード業界

スポーツチーム

0 25 50 75 100E D C B A

結果報告レポートの構成内容について 
・デザイン評価グレード 
・項目別デザイン評価 
・適性業界項目 
・審査企業担当者のコメント 
・海外営業担当者のコメント

総合評価 C判定 
最高評価 B判定
 (メッセージカード業界)

日本
アメリカ
カナダ
イギリス
香港

0 25 50 75 100E

総合評価 C判定 
最高評価 B判定
 (イギリス)

D C B A



参考資料:  CPE診断報告書の内容について



参考資料:  提案先企業情報の内容について


